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　11月23日と24日に川上村で南部地域産業復興推進大会「なんゆう

祭」を開催しました。両日とも晴天に恵まれ、延べ4,950人が訪れま

した。

　会場では、奈良県南部の“うまいもん”や特産品の販売。また第34

回全国豊かな海づくり大会～やまと～で川上村が会場となる「放流行

事」のプレイベントも行われました。

南部地域の魅力が盛りだくさん !!
～川上村から南部地域の魅力を発信します～
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オープニングを飾ってくれた「ちびっこ龍幻」のこどもたち

冷えた体を足湯でほっこり 奈良のご当地アイドル“ルシャナ”

11
月
23
日
（
土
）
と
24
日
（
日
）
に
南
部
地
域
産
業
復
興
支
援
推
進
大
会
「
な
ん
ゆ
う
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
恵
ま
れ
、
「
大
滝
ダ
ム
」
ダ
ム
サ
イ
ト
会
場
と
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
会
場
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
大
会
は
来
年
本
村
が
放
流
会
場
に
決
定
さ
れ
た
、
第
34
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
～
や
ま
と
～

の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　
ダ
ム
サ
イ
ト
会
場
で
は
南
部
地
域
の
ゆ
る
キ
ャ

ラ
や
奈
良
の
ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ユ
ニ
ッ
ト
「
ル

シ
ャ
ナ
」
が
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
和
太
鼓
演
奏
を
川
上
村
の
「
龍
幻
」
、
吉
野

町
の
「
の
ら
」
、
野
迫
川
村
の
「
夜
叉
太
鼓
」
が

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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第34回全国豊かな海づくり大会～やまと～のプレイベントとして、
　　　　　　　　　　　　　鮎とアマゴの放流もおこなわれました

多くのお客さんが訪れていました 体の芯からあったまる　温か～い　豚汁

　
村
弁
王
決
定
戦
が
行
わ
れ
、
優
勝
は
五
條
市
の

「
ば
ぁ
く
」
さ
ん
の
、
「
ば
あ
く
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
と

い
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
の
お
弁
当
で
し
た
。

　
ほ
か
に
も
色
々
な
個
性
溢
れ
る
、
ユ
ニ
ー
ク
で
美
味

し
そ
う
な
お
弁
当
や
、
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
出
店
し
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
村
内
か
ら
は
杉
本
弁
当
さ
ん
が
出
場
し
、
見

事
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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競技を観戦に訪れた荒井知事と栗山村長

☆予選第１種目　丸太転がし競争☆

丸太の側面を上手くコントロールしていました

　
11
月
24
日
（
日
）
に
「
大
滝
ダ
ム
」
ダ
ム
サ
イ
ト
会

場
に
て
、
そ
ま
び
と
大
会
が
行
わ
れ
県
内
外
か
ら
総
勢

20
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
予
選
は
①
丸
太
転
が
し
競
争
、
②
丸
太
早
切
り
競

争
、
③
ロ
ー
プ
打
ち
上
げ
競
争
の
得
点
を
競
い
、
予
選

合
計
得
点
の
上
位
３
チ
ー
ム
が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

☆
予
選
第
２
種
目
　
丸
太
早
切
り
競
争
☆

　
な
ん
と
１
位
と
２
位
の
タ
イ
ム
差
が
０
・
３
４
秒

と
い
う
白
熱
し
た
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。

　
接
戦
を
制
し
た
の
は
「
木
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
。
僅
差

で
「
黒
滝
村
森
林
組
合
」
が
２
位
と
な
り
ま
し
た
。

川
上
村
に
そ
ま
び
と
達
が
再
び
集
結

８
年
ぶ
り
に
復
活
! !
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　頭に被り物をしたり、アマゴの

模型があったり…。「南部農林振

興事務所」は競技以外のところで

も目立っていました。

　
決
勝
戦
最
終
種
目
は
予
選
よ
り
も
大

き
な
丸
太
の
早
切
り
競
争
で
し
た
。
結

果
は
予
選
で
も
こ
の
競
技
で
１
位
だ
っ

た
「
木
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
圧
倒
的
な
速

さ
で
切
り
終
え
ま
し
た
。

　
村
内
か
ら
出
場
し
た
チ
ー
ム
で
は

「
ヤ
マ
ツ
」
が
見
事
２
位
に
入
賞
し
ま

し
た
。

　
出
場
し
た
チ
ー
ム
の
中
に
は
女
性
が

参
加
し
て
い
る
チ
ー
ム
や
女
性
だ
け
の

チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。
風
が
強
く
吹

い
て
い
て
寒
い
場
所
で
し
た
が
、
ギ
ャ

ラ
リ
ー
は
最
後
ま
で
声
援
を
送
っ
て
く

れ
て
い
ま
し
た
。

１

木
レ
ン
ジ
ャ
ー　
　

１
９
０

２

ヤ
マ
ツ　
　
　
　
　

１
８
０

３

清
光
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
　

９
０

順
位

チ
ー
ム
名

最

終

結

果得

点

☆
決
勝
戦
第
１
種
目

　
　
　
　
　
立
ち
木
倒
し
競
争
☆
　

　
「
ヤ
マ
ツ
」
が
職
人
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標
ま
で
の
誤

差
な
ん
と
50
㎝
。
２
位
と
の
差
は
約
6
ｍ
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
感
想
を
聞
く
と
目
標
よ
り
少
し
ズ
レ
て
し
ま
っ
た
の
が
悔
し
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

☆
予
選
第
３
種
目

　
　
　
　
ロ
ー
プ
打
ち
上
げ
競
争
☆

　
「
木
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
が
見
事
６
ｍ
を
超
え
て

堂
々
の
１
位
に
な
り
ま
し
た
。
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人
―
悠
々
」
を
タ
イ
ト
ル
に
、
神
野
直

彦
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
よ
り
講

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
神
野
氏

は
、
時
間
と
自
然
を
軽
視
し
が
ち
な
現

代
社
会
の
風
潮
と
は
反
対
に
、
時
間
と

自
然
を
愛
す
る
暮
ら
し
を
体
現
さ
れ
て

い
る
村
人
の
生
き
方
が
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
人
に
必
要
な
こ
と
だ
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
神
野
氏
に
加

え
、
荒
井
正
吾
氏
（
奈
良
県
知
事
）、

増
田
寛
也
氏
（
野
村
総
合
研
究
所
顧

問
）、
尾
田
栄
章
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
渋

谷
川
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
代
表
）、
中
村
桂

子
氏
（
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
館
長
）、

坪
井
ゆ
づ
る
氏
（
朝
日
新
聞
東
北
復
興

取
材
セ
ン
タ
ー
長
）
に
よ
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
ト
ー
ク
の
中
心
は
、
都
市
と
村
と
の

暮
ら
し
の
違
い
を
、
い
か
に
豊
か
さ
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
か
、
こ
の
感
性
を
い

か
に
育
む
か
に
つ
い
て
話
題
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
こ
の
ほ
か
に
３
Ｆ
展
示

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、
全
国
の
優
れ

た
名
産
品
１
０
０
種
類
が
集
ま
っ
た

「
逸
村
逸
品
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
「
秋
田
杉
の
樽
ビ
ア
ジ
ョ
ッ
キ
」

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
も
の
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
訪

れ
た
方
た
ち
は
、
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

11
月
24
日
（
日
）、「
な
ん
ゆ
う
祭
」

の
一
環
と
し
て
、
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
水
源
地
の
む
ら
川
上
」

（
南
部
地
域
産
業
復
興
推
進
大
会
開
催

協
議
会
主
催
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
学
会
協

力
）
が
、
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
「
む
ら
」
に
暮
ら
す
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と
は
、
日

本
で
は
２
０
０
１
年
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
和
製
英
語
で
、
経
済

的
利
益
や
効
率
性
重
視
と
は
正
反
対
の

「
ゆ
っ
く
り
、
ゆ
っ
た
り
、
心
ゆ
た
か

に
」
に
基
づ
く
考
え
方
の
こ
と
で
、
当

日
は
、
川
上
村
版
の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
と

は
何
か
を
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
探
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
開
会
に
先

立
ち
栗
山
川
上
村
長
が
歓
迎
の
挨
拶
。

続
い
て
、
十
津
川
村
、
野
迫
川
村
、
川
上

村
の
住
民
の
方
に
よ
る
「
む
ら
お
こ
し

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
川
上
村
の
発
表
で
は
、
食
文
化

の
継
承
や
自
然
を
活
か
し
た
取
り
組
み

な
ど
を
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
の
曲
に
合
わ
せ
た

村
民
参
加
の
動
画
で
紹
介
さ
れ
、
会
場

か
ら
も
手
拍
子
が
起
こ
る
楽
し
い
発
表

と
な
り
ま
し
た
。
（
こ
の
発
表
の
様
子

を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、
水
源
地
の

村
づ
く
り
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

　
続
く
基
調
講
演
で
は
、
「
森
・
水
・

川上村の「むらおこしプロジェクト」発表の様子

荒井知事をはじめ、著名人がずらりと並んだパネルディスカッション

全国から優れた逸品が集まった「逸村逸品展」

スローライフ・フォーラム in 水源地のむら川上

　　　　　　　“「むら」に暮らす ”を開催
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　11月16日と17日に「第25回山幸彦まつり」が役場周辺（迫）で開催され

ました。

　役場内ではお茶席や住民作品の展示が行われ、林材会館の２階では小学

生の絵や作文、中学生の作品や俳句などが展示されました。

　屋外では大正琴の演奏やコーラス、仮面ライダーガイムショーなども行

われ色々なお店も出ていました。

　恒例のお餅撒きも大盛況でし

た。今年は例年に比べて人がおお

かったような気がします。

見事な演奏を披露してくれました ちびっこに大人気のガイムショー美しい歌声を聞かせてくれました
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最
後
は
や
っ
ぱ
り
心
ひ
と
つ
に
、
全
員
野
球
！

し
た
。

　
こ
こ
か
ら
が
本
領
発
起
で
、
「
心
ひ

と
つ
に
、
全
員
野
球
！
」
で
、
見
事
相

手
チ
ー
ム
を
０
点
に
抑
え
込
み
、
有
終

の
美
を
飾
り
ま
し
た
。

　
こ
の
１
年
間
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
来
期
も

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

保
護
者
会
よ
り

い
う
形
で
協
働
を
進
め
て
ま
い
り
た
く

思
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
の
１
月
20
日
に
開
催
予
定
の
区

長
会
初
総
会
で
「
集
落
支
援
員
（
お

て
っ
た
い
さ
ん
）
制
度
」
に
つ
い
て
の

詳
細
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
区

長
さ
ん
は
じ
め
、
区
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

＊
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
「
お
て
っ

た
い
さ
ん
」
活
動
に
か
か
る
担
当
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
今
年
の
６
月
18
日
か
ら
始
め
ま
し
た

集
落
懇
談
会
も
、
10
月
29
日
を
も
っ
て

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
大
字

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
区
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
出
に
く
い
時
間
帯

に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
大
勢
の
皆
様
に

足
を
運
び
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
改

め
て
感
謝
と
共
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
膝
を
突
き
合
わ
し
な
が
ら
、
気
軽
に

お
話
が
で
き
ま
し
た
こ
と
、
貴
重
な
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　
集
落
懇
談
会
に
お
き
ま
し
て
申
し
上

げ
た
こ
と
で
す
が
、
「
村
づ
く
り
は
役

場
（
行
政
）
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
地
域
住
民
の
皆
様
と
共

に
協
働
し
て
進
め
た
い
。
」
そ
の
上
で

「
集
落
の
悩
み
は
行
政
の
悩
み
（
仕

事
）
」
と
職
員
各
自
が
自
覚
す
る
と
共

に
、
各
集
落
の
現
状
・
課
題
の
把
握
や

身
近
な
疑
問
・
悩
み
事
等
を
、
見
た
り

聞
い
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
以
上
の
目
配
り
・
気
配
り
が
で
き
た

ら
…
ま
た
、
地
域
資
源
（
人
や
物
な

ど
）
の
魅
力
や
特
色
探
し
を
共
に
行

い
、
地
域
の
活
性
化
対
策
の
一
役
を
担

え
る
お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
、
職
員

が
大
字
に
赴
き
、
「
お
て
っ
た
い
」
と

　
平
成
25
年
11
月
16
日
、
17
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
吉
野
郡
少
年
野
球
連
盟

の
今
年
の
公
式
戦
の
最
終
試
合
、
大
淀

町
長
杯
第
10
回
記
念
大
会
に
お
い
て
、

川
上
・
北
山
野
球
ク
ラ
ブ
が
、
優
勝
の

栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
２
回
戦
か
ら
の
対
戦
で
、
下
市
ウ
ィ

ン
グ
ス
と
の
戦
い
は
、
圧
倒
的
な
打
撃

に
よ
り
７
点
差
を
つ
け
コ
ー
ル
ド
勝

ち
。
３
回
戦
の
大
淀
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
戦

で
は
、
５
回
ま
で
一
塁
も
踏
ま
せ
な

い
、
森
尾
君
の
好
投
で
、
シ
ャ
ッ
ト
ア

ウ
ト
勝
ち
。
…
と
順
調
に
決
勝
戦
に
駒

を
進
め
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
は
、
大
淀
緑
ヶ
丘
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
と
の
戦
い
に
な
り
ま
し
た
。
初

回
表
の
攻
撃
で
一
塁
ラ
ン
ナ
ー
を
バ
ン

ト
で
送
り
、
一
ア
ウ
ト
２
塁
か
ら
弓
場

君
の
先
制
打
に
よ
り
、
１
点
を
先
取

し
、
思
っ
た
通
り
の
試
合
運
び
で
す
。

５
回
裏
２
ア
ウ
ト
ま
で
、
守
り
き
り
、

あ
と
一
人
と
な
り
ま
し
た
が
、
相
手
は

試
合
巧
者
の
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
で
す
。
連

打
を
浴
び
せ
ら
れ
同
点
と
な
り
延
長
戦

と
な
り
ま
し
た
。
延
長
戦
で
は
、
先
制

打
を
打
っ
た
先
頭
打
者
の
弓
場
君
が
レ

フ
ト
オ
ー
バ
ー
の
３
塁
打
。
こ
れ
に
よ

り
、
打
線
が
つ
な
が
り
２
点
を
奪
い
ま

集

落

懇

談

会

を

終

え

て

最
後
は
や
っ
ぱ
り
心
ひ
と
つ
に
、
全
員
野
球
！

　
　
　
　
～
集
落
支
援
員
（
お
て
っ
た
い
さ
ん
）
制
度
に
つ
い
て
～

～
川
上
・
北
山
野
球
ク
ラ
ブ
大
淀
町
長
杯
を
制
す
～
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平
成
25
年
12
月
１
日
付
け
で
次
の
17
名
の
方
々
が
、
厚
生
労
働
大
臣
及
び
奈
良
県

知
事
か
ら
「
民
生
・
児
童
委
員
」
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
職
務
は
、
住
民
の
自
立
厚
生
の
援
護
、
社
会
福
祉
の
向
上
、
公
的
社
会
福

祉
施
設
へ
の
協
力
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
地
区
ご
と
に
担
当
の
委
員
が

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
委
員
の
中
に
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児

童
委
員
も
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

　
平
成
14
年
（
２
０
０
２
）
年
9
月
の

第
1
回
日
朝
首
脳
会
談
に
お
い
て
、
北

朝
鮮
は
日
本
人
を
拉
致
し
て
い
た
こ
と

を
認
め
、
謝
罪
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

5
名
の
被
害
者
は
帰
国
し
ま
し
た
が
、

残
り
の
拉
致
被
害
者
に
つ
い
て
は
、
い

ま
だ
納
得
の
い
く
説
明
が
あ
り
ま
せ

ん
。

　
拉
致
問
題
は
、
我
が
国
の
主
権
や
国

民
の
生
命
と
安
全
に
関
わ
る
重
大
な
問

題
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
、
北
朝
鮮
側

か
ら
納
得
の
い
く
説
明
や
証
拠
の
提
示

が
な
い
以
上
、
安
否
不
明
の
拉
致
被
害

者
が
全
て
生
存
し
て
い
る
と
の
前
提
に

立
っ
て
、
被
害
者
の
即
時
帰
国
と
納
得

の
い
く
説
明
を
行
う
よ
う
強
く
求
め
て

い
ま
す
。

　
政
府
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
拉

致
問
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
全
て
の

拉
致
被
害
者
の
一
刻
も
早
い
帰
国
に
向

け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

ご
相
談
は
奈
良
地
方
法
務
局
五
條
支
局

℡

０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０ま

で

　
平
成
18
年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の

他
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題

へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
を

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
拉
致
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
北
朝
鮮

当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
は
、
国
際

社
会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
解
決
の
た
め
に
は
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
関
心
と
認
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
１
９
７
０
年
代
か
ら
80
年
代
に
か
け

て
、
北
朝
鮮
に
よ
り
多
く
の
日
本
人
が

拉
致
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
17
名
が
政

府
に
よ
っ
て
拉
致
被
害
者
と
し
て
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府
が
認
定

し
た
被
害
者
以
外
に
も
、
い
わ
ゆ
る
特

定
失
踪
者
等
の
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
の

可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
人
た
ち
が
い

ま
す
。

12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で
は

「
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で
す

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
は

北
朝
鮮
に
よ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
日
本
人
拉
致
問
題
に
つ
い
て

委

員

氏

名

住

所

担
　
当
　
地
　
区

森

脇

眞

弓

東
　
川

東
川
（
青
木
・
波
津
・
衣
引
・
高
佐
・
柳
瀬
・
深
山
）

上

平

賢

次

東
　
川

東
川
（
上
中
井
・
下
中
井
・
安
場
）

新

井

文

代

西
　
河

西
河

菊
　
谷
　
百
合
子

大
　
滝

大
滝

中

居

章

子

　
迫
　

寺
尾
・
北
塩
谷
・
迫
・
白
屋

大

辻

利

子

高
　
原

高
原

中

川

育

子

人
　
知

宮
の
平
・
人
知

桝
　
谷
　
喜
久
子

武
　
木

井
戸
・
武
木

澤
野
井
　
嘉
　
宏

井
　
光

井
光

榎

田

光

恵

白
川
渡

下
多
古
・
白
川
渡

鍵
　
　
　
敬
　
二

中
　
奥

枌
尾
・
中
奥
・
瀬
戸

中

平

征

子

北
和
田

北
和
田

今

福

悦

子

上
多
古

上
多
古
・
上
谷

嶋

岡

和

美

柏
　
木

柏
木
・
神
之
谷

土

井

一

成

大
　
迫

大
迫
・
伯
母
谷
・
入
之
波

巳

恭

子

大
　
滝

主
任
児
童
委
員
（
村
内
一
円
）

井
　
上
　
イ
ト
ヱ

井
　
戸

主
任
児
童
委
員
（
村
内
一
円
）

◎
民
生
児
童
・
児
童
委
員
名
簿
（
敬
称
略
）
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◇
山
村
留
学
を
考
え
る
に
あ
た
り

　
「
学
校
が
無
く
な
る
と
地
域
が
無
く

な
る
」
学
校
を
無
く
さ
な
い
た
め
に
、

川
上
村
を
無
く
さ
な
い
た
め
に
は
、
地

域
の
子
ど
も
の
数
を
増
や
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
山
村
留
学
を
検
討
す
る

の
は
、
こ
の
切
実
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
だ
て
と
し
て
の
取
り

組
み
で
す
。

　
川
上
村
は
、
吉
野
人
工
美
林
の
中
心

地
。
歴
史
や
文
学
の
史
跡
、
文
化
財
の

豊
富
な
村
。
吉
野
川
（
紀
ノ
川
）
源
流

の
村
で
、
自
然
環
境
豊
か
な
村
。
土
倉

庄
三
郎
翁
の
よ
う
な
逸
材
を
生
む
土
壌

を
有
し
ま
す
。
こ
の
す
ば
ら
し
い
村
を

無
く
し
て
は
な
ら
な
い
と
、
村
長
も

「
一
学
年
10
人
」
達
成
を
目
標
と
し
て

打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
学
校
の
な
い
地

域
に
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
川
上
村
に
住
む
者
、
生
活
の
糧
を
得

る
者
、
縁
や
ゆ
か
り
の
あ
る
者
一
人
一

人
が
真
剣
に
川
上
村
を
存
続
さ
せ
る
手

だ
て
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
機

を
迎
え
て
い
ま
す
。

◇
川
上
村
ス
キ
ー
教
室

１
月
２
日
～
６
日

中
学
校
１
・
２
年
生
対
象

長
野
県
栂
池
ス
キ
ー
場

◇
ほ
た
る
の
里

　

―
三
重
県
立
田
小
学
校
を
訪
問

～
第
二
回
教
育
委
員
視
察
研
修
～

　
去
る
10
月
23
日
（
水
）
、
今
年
度
二

回
目
の
教
育
委
員
会
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
５
月
に
引
き
続
き
、
山
村
留

学
を
実
施
し
て
い
る
三
重
県
い
な
べ
市

立
田
地
区
と
立
田
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
前
回
の
愛
知
県
豊
根
村

と
は
少
し
異
な
り
、
親
子
留
学
制
度
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
親
子
で

生
活
で
き
る
住
宅
が
８
棟
建
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
８
棟
全
部
が
市
立

で
は
な
く
、
立
田
地
区
建
立
と
い
う
の

で
す
か
ら
驚
き
で
す
。
立
田
地
区
の
人

た
ち
の
地
域
存
続
へ
の
熱
く
強
い
思
い

が
伝
わ
っ
て
来
ま
す
。

◇
山
村
留
学
の
利
点

　
立
田
地
区
出
身
で
、
立
田
小
学
校
の

卒
業
生
の
児
玉
校
長
先
生
か
ら
学
校
や

地
域
の
取
り
組
み
を
詳
し
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
山
村
留
学
推
進
地
域
の
利
点

・
学
校
や
地
域
に
活
気
が
出
る

・
居
な
が
ら
に
し
て
様
々
な
子
ど
も
た

ち
の
出
会
い
が
見
込
め
る

・
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
な
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
る

・
子
ど
も
の
人
数
が
増
え
れ
ば
、
県
派

遣
の
教
員
数
が
増
え
る

◇
山
村
留
学
生
が
求
め
て
い
る
も
の

・
都
会
で
得
ら
れ
な
い
豊
か
な
体
験

・
温
か
な
教
育

・
地
域
の
人
た
ち
と
の
つ
な
が
り

教
育
か
わ
か
み

第
12
回

教
育
長
通
信

12
・
１
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

12
月

２
㈪

耐
寒
走

４
㈬

音
楽
集
会

５
㈭

家
庭
教
育
学
級

お
話
し
会

６
㈮

全
校
遊
び

校
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会

９
㈪

ハ
ロ
ー
英
語

ク
ラ
ブ
活
動

10
㈫

寒
さ
に
負
け

な
い
給
食

１
・
２
年

実
力
テ
ス
ト

11
㈬

ハ
ロ
ー
英
語

分
団
会

12
㈭

遊
び
の
日

生
徒
会
選
挙

13
㈮

立
哨
指
導

全
校
遊
び

16
㈪

ハ
ロ
ー
英
語  

三
者
懇
談

18
㈬

給
食
最
終
日

19
㈭

年

末

大

掃

除
給
食
最
終
日

20
㈮

２

学

期

終

業

式

22
㈰

卓
球
個
人
大
会

24
㈫

冬
期
休
業
（
６
日
ま
で
）

１
月

７
㈫

３

学

期

始

業

式

８
㈬

給

食

開

始

研修の風景

親子住宅の写真

立田小学校
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11
月
１
日
水
、
川
上
中
学
校
の
生
徒

は
白
屋
岳
に
登
山
を
し
ま
し
た
。
昔
か

ら
続
く
伝
統
行
事
の
一
つ
で
、
川
上
中

学
校
の
卒
業
生
の
方
な
ら
、
大
天
井
ヶ

岳
、
大
普
賢
岳
（
白
鬚
岳
・
伯
母
谷

覗
）
、
そ
し
て
白
屋
岳
に
登
っ
た
記
憶

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
「
全
校
登
山
」

と
い
う
行
事
で
す
。

　
そ
の
日
、
山
頂
か
ら
は
み
ご
と
に
大

峰
山
系
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
南
東
方
向
に
立
ち
な
が
ら
、
ど
れ

が
山
上
ヶ
岳
、
稲
村
ヶ
岳
、
大
普
賢

岳
、
八
経
ヶ
岳
だ
と
分
か
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
じ
っ
と
見
て

ま
す
と
「
神
々
が
住
ん
で
い
る
山
々
」

に
感
じ
て
き
ま
す
か
ら
不
思
議
で
す
。

山
に
登
る
こ
と
を
よ
く
「
山
を
征
服
し

た
」
な
ど
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
違

う
と
思
い
ま
す
。
「
ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ

ま
し
た
」
と
言
っ
た
方
が
近
い
気
が
し

ま
す
。

　
ま
た
、
眼
下
に
は
龍
神
湖
に
寄
り
添

う
川
上
中
学
校
が
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
な
ぜ
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
感

動
し
ま
し
た
。
川
上
中
学
校
は
こ
の
よ

う
な
行
事
を
大
切
に
守
り
つ
つ
、
ふ
る

さ
と
を
体
と
心
に
刻
む
教
育
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
（
校
長
　
今
西
）

今

、
学

校

で

集合写真

大
峰
山
系

龍
神
湖
と
学
校



12

広　報　　　　　　　　　　　　DECEMBERかわかみ 2013

「

頑
張
り
ま
す
！

栗
山
で
す

」

「

頑
張
り
ま
す
！

栗
山
で
す

」

　
小
泉
元
首
相
が
、
ま
た
ま
た
サ
プ
ラ
イ
ズ
！
「
脱
原
発
」
を
高
ら
か
に
発
信

し
、
波
紋
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
内
容
の
賛
否
は
さ
て
お
き
、
こ
の
発
信
力
の
強
さ
に
は
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
多

い
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
「
百
考
は
一
行
に
し
か
ず
」
と
い
う
一
言
…
。

早
く
行
動
に
移
す
こ
と
を
提
案
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
今
年
の
お
正
月
、
広
報
か
わ
か
み
に
て
「
万
策
は
尽
き
て
い
な
い
」
と

し
て
「
林
業
の
再
生
」
を
訴
え
ま
し
た
。
水
源
地
の
村
づ
く
り
を
進
め
る
う
え

で
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
山
づ
く
り
か
ら
消
費
者
に
届
く
ま
で
の
「
川
上
産
吉
野
材

の
一
貫
供
給
体
制
の
構
築
」
を
提
案
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
林
業
４
団
体
と
協
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
安
堵
す
る
こ

と
な
く
、
あ
と
は
「
長
年
に
わ
た
り
考
え
て
き
た
」
か
ら
「
動
く
。
試
す
」
に

踏
み
込
ん
で
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
こ
と
は
百
も
承
知
で
す
。

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
い
よ
い
よ
〝
師
走
〟
で
す
。

　

「 空 き 家 相 談 会 」

平成25年度空き家管理等基盤強化推進事業（国土交通省補助事業）

　当日は専門家も参加しまして、空き家所有者の方からのご相談をお受けします。

　空き家に関する疑問・ご質問などございましたらお気軽にご相談ください。

主　　催　　特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ

後　　援　　奈良県

協　　力　　奈良県南部東部各市町村

開催日時　　平成25年12月14日（土）午前10時～12時

開催場所　　橿原市内膳町１丁目2-24　内膳町自治会館「すみれホール」

※当日ご来場いただけない方は、電話・E-mailでのご相談も随時受け付けております。詳しくは空き家

コンシェルジュのホームページをご覧ください。

【問い合わせ先】特定非営利活動法人　空き家コンシェルジュ

担当　代表理事　有江　正太、理事　高井　亮吉

〒635-0061 大和高田市礒野東町１番７号

TEL／FAX ０７４５－５３－０５７７　　HP http://www.akiyaconcierge.com

　
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
く
国
の
基
幹
統
計
調
査
で
す
。
12
月
31
日
現
在

を
調
査
日
と
し
て
、
製
造
業
、
小
売
業
な
ど
の
事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
。

　
ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

 

工
業
統
計
調
査
の
お
知
ら
せ
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
講
座

　
　
　

～
ウ
チ
か
ら
、
ソ
ト
か
ら
、

地
域
を
考
え
る
。～

10
月
26
日
、
森
と
水
の
源
流
館
主
催

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
講
座
in
水

源
地
の
村
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
様
々
な
地
域
が
直
面
す
る
課
題
に
携

わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
山

崎
亮
氏
に
、
か
わ
か
も
ん

4

4

4

4

4

の
活
動
と
、

そ
の
中
で
聞
か
れ
た
声
を
紹
介
、
会
場

の
皆
さ
ん
と
共
に
川
上
村
の
地
域
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
地
域
づ
く
り

　
　
　
　
～
10
年
後
の
村
の
姿
～

　
ま
ず
は
、
川
上
中
学
校
3
年
生
と
の

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

取
り
組
み
を
紹
介
。
そ
こ
で
感
じ
た

「
子
ど
も
が
川
上
を
思
う
気
持
ち
を
形

に
す
る
に
は
？
」
と
い
う
課
題
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。
山
崎
氏
か
ら
は
、
高
校

が
な
い
離
島
で
子
ど
も
が
振
興
計
画
を

作
り
、
大
人
に
手
渡
す
と
い
う
事
例
を

話
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
帰
り
た
い
故

郷
を
考
え
、
実
際
に
作
っ
て
い
く
具
体

的
な
取
り
組
み
に
会
場
の
皆
さ
ん
も
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
続
け
て
い
く
仕
組
み
作
り

　
次
に
、
北
和
田
地
区
の
盆
踊
り
。
に

ぎ
わ
い
の
一
方
、
継
続
の
大
変
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
ほ
か
の
地
域
で
も
、
同

　
来
場
者
か
ら
も
興
味
深
い
質
問
が
た

く
さ
ん
出
ま
し
た
。
「
『
山
崎
さ
ん
に

頼
っ
た
ら
地
域
づ
く
り
で
き
る
の
か

な
？
』
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
自

分
た
ち
で
や
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

で
し
ょ
う
か
？
」
「
こ
の
ま
ま
子
ど
も

の
同
級
生
が
少
な
い
と
ど
う
し
よ
う
と

焦
り
ま
す
。
ま
ず
何
か
ら
始
め
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
？
」
な
ど
な
ど
。
そ
の

一
つ
ひ
と
つ
に
丁
寧
に
答
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　
そ
ん
な
、
当
日
の
様
子
を
ビ
デ
オ
に

残
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
か
わ
か
も
ん
の

部
屋
で
一
緒
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

（
早
稲
田
　
緑
）

日本中で講演を行っている山崎氏

山崎氏の紹介する事例は面白いものばかり

山崎氏と森と水の源流館 尾上局長、

かわかもん
4 4 4 4 4

とで記念撮影

会場からもたくさんの質問が出ました

13

じ
よ
う
な
課
題
を
抱
え
な
が
ら
、
ふ
と

し
た
き
っ
か
け
か
ら
人
が
集
ま
る
仕
組

み
が
で
き
て
い
く
様
子
を
山
崎
氏
に
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ウ
チ
の
ひ
と
、
ソ
ト
の
ひ
と

　
い
ろ
い
ろ
な
地
域
で
課
題
に
取
り
組

ん
で
き
た
山
崎
氏
は
、
「
ど
の
地
域
の

方
も
、
自
分
の
村
に
『
何
も
な
い
こ

と
』
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
の
が
上
手
。
僕

た
ち
は
、
そ
れ
で
も
案
内
し
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
の
村
に
と
っ
て
は
普
通
で

も
、
外
の
人
に
と
っ
て
面
白
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
」
と
、
地
域
の

ウ
チ
と
ソ
ト
の
関
わ
り
方
を
分
か
り
や

す
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
は
、
特
に
冬
季
に
流
行
し

ま
す
。

●
主
な
症
状
・
感
染
に
つ
い
て

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や
食
べ
物

な
ど
を
介
し
て
口
か
ら
感
染
し
、
お
う

吐
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま

す
。

　
健
康
な
方
は
軽
症
で
回
復
し
ま
す

が
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
方
な
ど
で
は

重
症
化
し
た
り
、
吐
い
た
物
を
の
ど
に

詰
ま
ら
せ
た
り
し
て
死
亡
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

●
手
を
し
っ
か
り
洗
い
ま
し
ょ
う
！

　
外
か
ら
帰
っ
た
時
、
ト
イ
レ
の
後
、

調
理
前
、
食
事
の
前
に
は
必
ず
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。
爪
を
短
く
切
っ
て
、
指

輪
を
は
ず
し
、
石
け
ん
を
十
分
に
泡
立

て
て
、
手
指
を
洗
い
ま
す
。
指
先
・
指

の
間
、
爪
の
間
、
親
指
の
周
り
、
手
首

は
汚
れ
が
残
り
や
す
い
の
で
、
特
に
丁

寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。
す
す
ぎ
は
温
水

に
よ
る
流
水
で
十
分
に
行
い
、
清
潔
な

タ
オ
ル
ま
た
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
拭

き
ま
す
。
ま
た
、
手
洗
い
後
の
タ
オ
ル

は
共
用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
吐
い
た
も
の
・
便
の
処
理

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
場
合
、
吐
い
た
物

や
便
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
わ
ず
か
な
量
で
も
ウ
イ
ル

ス
は
体
内
に
入
る
だ
け
で
簡
単
に
感
染

し
ま
す
。
処
理
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
と

手
袋
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
汚
れ
た
衣
類
の
洗
濯
は
、
い
き
な
り

洗
濯
機
で
洗
う
と
、
洗
濯
機
が
ウ
イ
ル

ス
汚
染
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

衣
類
に
も
付
着
し
ま
す
。
ま
ず
、
バ
ケ

ツ
や
た
ら
い
等
で
水
洗
い
し
、
さ
ら
に

家
庭
用
漂
白
剤
で
消
毒
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
使
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
も

家
庭
用
漂
白
剤
を
２
０
０
倍
程
度
に
薄

め
て
消
毒
し
ま
す
。
処
理
が
終
わ
っ
た

ら
、
手
洗
い
と
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
。

●
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

　
回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
下
痢
止
め
や
吐
き
気
止
め
を
自
己

判
断
で
勝
手
に
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

　
あ
れ
か
ら
、
も
う
５
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
。
大
阪
の
知
人
が
、
「
外

国
か
ら
飛
来
す
る
蝶
々
が
お
る
ん
や

で
。
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
ツ
バ

メ
や
他
の
鳥
類
の
飛
来
は
少
し
は
知
っ

て
い
ま
し
た
が
、
あ
の
薄
い
羽
根
の

蝶
々
が
、
そ
ん
な
？
　
　
と
思
い
な
が

ら
も
、
そ
の
日
か
ら
、
そ
の
蝶
々
に
一

度
会
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
２
年
た
っ
た
秋
10
月
、

十
七
夜
参
り
に
お
寺
を
訪
ね
た
時
、
奥

様
が
、
「
お
寺
に
変
わ
っ
た
蝶
々
が
飛

ん
で
き
ま
す
ね
ん
わ
。
そ
れ
に
、
フ
ジ

バ
カ
マ
の
花
が
好
き
ら
し
い
で
す
わ
。

な
ん
で
も
外
国
か
ら
来
る
ら
し
い
で
す

よ
。
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
早
速

携
帯
に
写
し
て
、
教
委
の
上
垣
先
生
に

パ
ソ
コ
ン
で
調
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
『
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
「
海
を
渡
る

蝶
」
』
と
い
ろ
い
ろ
書
い
た
コ
ピ
ー
を

下
さ
い
ま
し
た
。

　
私
に
は
夢
の
様
な
出
来
事
で
し
た
。

嬉
し
く
て
早
速
フ
ジ
バ
カ
マ
の
花
の
苗

を
お
寺
で
い
た
だ
き
畑
に
植
え
増
や
し

ま
し
た
が
、
そ
の
年
は
蝶
々
は
飛
ん
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
や
っ
ぱ
り
ダ
メ

か
。
」
と
、
で
も
今
年
の
春
も
っ
と
増

や
し
て
成
長
を
待
ち
ま
し
た
。
ま
だ
花

の
咲
か
な
い
６
月
11
日
の
早
朝
、
少
し

大
き
い
蝶
が
舞
っ
て
い
る
の
で
す
。
携

帯
に
写
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
で
す
。
下

見
に
来
た
の
で
し
ょ
う
か
…
。
今
年
は

き
っ
と
来
て
く
れ
る
と
心
待
ち
に
し
て

い
ま
し
た
。
10
月
５
日
、
私
の
目
の
前

を
ま
た
一
羽
の
蝶
々
が
ひ
ら
ひ
ら
舞
う

の
で
す
。
つ
い
て
行
く
と
や
っ
ぱ
り
ア

サ
ギ
マ
ダ
ラ
で
す
。
そ
の
日
か
ら
、
二

羽
四
羽
と
毎
日
増
え
て
い
き
ま
す
。
一

週
間
も
す
る
と
、
数
え
き
れ
な
い
程
、

花
の
蜜
を
求
め
て
舞
っ
て
い
る
の
で

す
。

　
５
年
ほ
ど
か
け
た
思
い
が
や
っ
と
か

な
っ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
し
た
。

　
あ
ん
な
小
さ
な
生
き
物
に
も
、
人
間

の
思
い
が
…
心
が
通
じ
る
も
の
な
の
か

と
感
じ
ま
し
た
。

　
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
長
い
長
い
旅
を

し
て
来
て
く
れ
る
の
だ
か
ら
と
、
毎
日

毎
日
見
に
行
っ
て
写
真
を
撮
り
ま
し

た
。
10
月
の
末
に
私
の
近
く
を
二
羽
の

蝶
々
が
舞
っ
て
遠
く
に
飛
ん
で
行
き
ま

し
た
。

　
来
年
の
飛
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。

Ｋ
・
Ｈ

14
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

達っちゃんクラブ

★御船の滝　氷瀑ツアー

≪小学生以上限定片道60分程のコースです。

　天候によっては凍らない場合もありますので

ご了承下さい≫

　冬の厳しい冷え込みが続いたこの時期しか出会

えない神秘的な氷瀑の世界へご案内します。

　　

と　き　平成26年２月１日（土）

定　員　30名

参加費　大人　1,500円　　　小人　500円

集　合　山幸彦もくもく館　10時集合

締　切　開催日の１ヶ月前（※１日当日のみ参加

の方は応募多数の場合抽選となります）

　　　　　ホテル杉の湯宿泊プラン第２弾登場!!

１月31日（金）・２月１日（土）の１泊２日

　杉の湯の温泉とお料理を楽しみ、夜は達っちゃ

んと夜なべ談義。

　翌日は御船の滝氷瀑ツアーへご案内致します。

１泊３食付　大人　13,500円

　　　　　　小人　 8,200円

（翌昼お弁当・参加費すべて込み）

【問い合わせ先】

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》

森と水の源流館

■源流のつどい

　　～御船の滝氷瀑ツアー～

　厳しい寒さが続くと見事に凍る御船の滝。滝ま

での道のりは長いですが、その姿は感動的！

　滝を見た後は、山の幸バーベキューで暖まりま

しょう。

と　　き　平成26年１月25日（土）

　　　　　９：30～15：30

定　　員　20名　小学生～

参 加 費　大人　　　4,000（2,800）円

　　　　　小中高生　2,000（1,000）円

集合場所　森と水の源流館

（　　　）内は源流人会会員割引価格になります

【問い合わせ先】

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

ふるさと市開催日

冬期はお休みします。

【問い合わせ先】

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

川上村内の風景・行事・自然・歴史などいろんな情報を日替わりで発信しています。 
是非ご覧になって下さいね！

ＱＲコードを読み取って

携帯電話で 「かわかみブログ」 にアクセスしよう！

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

さらに!!
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『家守綺譚』／『冬虫夏草』

梨木　香歩　著　　新潮社

　駆け出し文士である綿貫征四郎は、亡き友、高堂の家守を

託されています。

　『家守綺譚』は、随所に登場する四季折々の木や草花が風

情を感じさせてくれるだけでなく、床の間の掛け軸から亡く

なったはずの高堂が現れたり、サルスベリに懸想されたり、

河童が出たり子鬼を見たりと、不思議な日々の徒然や来訪者

を綴った、淡彩画のような趣のある、味わい深い作品。

　『冬虫夏草』は『家守綺譚』の続編です。

　「家守」とあるように、家の周囲での様子が多かった『家

守綺譚』に対して『冬虫夏草』では、行方知れずになった愛

犬のゴローを探すため、目撃情報のあった鈴鹿山中に向けて

綿貫が家を出ます。

　馴染みの顔や旅の途中新たに出会う人々、人でないものた

ちとの交流をする綿貫とともに、心の冒険の旅をしてみませ

んか。

　11月17日（日）、山幸彦まつりにて処分

雑誌を販売しました。お買い上げいただい

たお金は新しい図書の購入に充てさせてい

ただきます。

　村内の保育園児、小・中学生を対象に、

読書感想画・ブックトークを募集しまし

た。

　毎年、山幸彦まつりでの発表の後、図書

館で展示しています。今年もたくさんの作

品が寄せられました。ぜひご覧ください。

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

１

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

12

月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

◎新しく入った本 図書名／著者名／出版社名

【一般書】

まほろ駅前狂騒曲　　　　　　　　　　　／三浦しをん著／文芸春秋

修道院のお菓子と手仕事　／柊　こずえ著　早川　茉莉著／大和書房

即答力　　　　　　　　　　　　　　　　／松浦弥太郎著／朝日新聞出版

手づくりが楽しいときめきお菓子の家　　／中村佳瑞子著／マガジンハウス

【児童書】

こひつじまある　　　　　　　　　／山内ふじ江　文・絵／岩波書店

あめのひのくまちゃん　　　　　　　　　／高橋　和枝作／アリス館

おさかないちば（講談社の創作絵本）　　／加藤　休ミ作／講談社

クリスマス会

　12月18日（水）に図書館でクリスマス会を行います。

　おはなしボランティアの「雫」、「芽」さんによるおはなし会や工作を予定していますので、ご参加く

ださい。みんなで楽しい時間を過ごしましょう！

ゆるかる読書会

　12月19日（木）19時から読書会を行います。詳しくは図書館までお問い合わせください。

年末年始の貸出冊数と貸出期間

　年末年始の休館（12月28日（土）～１月６日（月））に伴い、貸出冊数の増冊と貸出期間の延長を行

います。

　12月14日（土）～ 12月27日（金）まで一人10冊、４週間借りていただけます。どうぞご利用ください。

お知らせ

ありがとうございました
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残しておきたい川上村の山言葉　其の四十八

「セキ（堰）」川の水量が少ない場合に、丸太などで堰を組み、それを切ったと

　　　　　　きの鉄砲水を利用して筏を流した。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

森と水の源流館だより

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

December, 2013　vol.132

上
に
は
土
が
あ
り
ま
せ
ん
。
草
や
木
は

根
を
通
し
て
、
水
や
養
分
を
吸
い
上
げ

ま
す
か
ら
、
岩
の
上
に
木
が
生
え
る
な

ん
て
事
は
不
自
然
で
す
ね
。

　
こ
の
奇
妙
な
現
象
を
説
明
し
ま
す
。

こ
の
岩
は
昔
、
苔
生
す
岩
で
し
た
。
コ

ケ
は
、
根
が
無
く
（
仮か

根こ
ん

と
い
う
張
り

付
く
た
め
の
器
官
は
あ
り
ま
す
）
、
水

や
養
分
を
体
全
体
で
空
気
中
か
ら
吸
収

し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
土
が
無
く
て
も

生
き
て
い
け
ま
す
。
苔
生
す
岩
に
は
、

コ
ケ
が
キ
ャ
ッ
チ
し
た
土
ぼ
こ
り
や
コ

ケ
の
下
の
方
が
腐
り
、
土
壌
化
し
た
も

の
が
た
ま
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
土
壌
を

利
用
し
て
、
こ
の
シ
オ
ジ
の
種
は
発
芽

し
、
成
長
し
た
の
で
す
。
発
芽
し
て
も

安
心
は
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ケ
に
守
ら
れ

た
だ
け
の
土
な
ん
て
、
あ
っ
と
い
う
間

に
飛
ば
さ
れ
た
り
、
乾
い
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。
岩
の
上
に
生
え
た
木
は
が

ん
ば
っ
て
、
岩
の
縁
を
縫
う
よ
う
に
、

　
違
う
と
言
え
ば
、
沢
沿
い
、
尾
根

筋
、
斜
面
な
ど
、
場
所
に
よ
っ
て
も
生

え
る
木
の
種
類
が
違
い
ま
す
。
ト
チ
ノ

キ
や
シ
オ
ジ
は
こ
の
森
の
沢
沿
い
の
主

役
で
、
大
木
と
な
り
、
主
の
よ
う
に
存

在
感
を
示
し
ま
す
。
写
真
の
大
木
が
キ

ノ
コ
又
谷
の
シ
オ
ジ
の
木
で
す
。
こ
の

木
は
岩
の
上
に
生
え
て
い
ま
す
。
岩
の

　
11
月
の
吉
野
川
源
流

－

水
源
地
の
森
は
、
紅
葉
が
綺
麗
で
し
た
。
ピ
ー
ク
は
、

水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
17
日
の
少
し
前
で
し
た
。
夏
季
に
雨
が
降
ら
な

か
っ
た
の
で
、
心
配
で
し
た
が
、
全
体
的
に
は
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
め
ま
し
た
。

ド
ン
グ
リ
な
ど
の
実
な
り
も
の
も
何
年
に
一
度
と
い
っ
た
大
豊
作
で
、
動
物
た
ち

が
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
ド
ン
グ
リ
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
ま
し
た
。

　
外
か
ら
見
る
と
、
美
し
い
紅
葉
の
森
で
も
、
中
に
は
い
る
と
、
ト
チ
ノ
キ
や
シ

オ
ジ
と
い
っ
た
森
の
主
役
た
ち
の
葉
は
落
ち
て
い
ま
し
た
。
木
の
種
類
に
よ
っ
て

も
、
色
づ
く
時
期
が
違
い
ま
す
。

11 月の紅葉の美しい水源地の森

11

月

の

水

源

地

の

森

或
い
は
岩
の
す
き
間
を
通
っ
て
、
岩
の

下
の
土
ま
で
根
を
伸
ば
し
た
の
で
す
。

根
っ
こ
が
岩
の
下
ま
で
届
け
ば
岩
の
上

に
い
て
も
、
水
や
養
分
を
吸
い
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
て
、
岩
を
も
巻
き
込

ん
で
し
ま
う
よ
う
な
大
木
に
成
長
し
た

の
で
す
。
長
く
な
る
の
で
、
さ
ら
に
詳

し
い
話
は
、
水
源
地
の
森
ツ
ア
ー
な
ど

の
機
会
に
ゆ
ず
り
ま
す
。

　
小
さ
な
コ
ケ
と
の
「
つ
な
が
り
」
で

育
っ
た
シ
オ
ジ
の
大
木
を
見
る
と
、

「
つ
な
が
り
」
と
い
う
言
葉
の
大
切
さ

を
い
っ
そ
う
感
じ
ま
す
。「
つ
な
が
り
」

を
大
切
に
水
源
地
の
森
づ
く
り
に
す
す

め
て
い
け
れ
ば
う
れ
し
く
想
い
ま
す
。

水源地の森ツアーで、苔
生した岩上の生態につい
て説明

葉を落としたシオジの大木
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みんなで考えよう！川上村の環境
その42　＜ごみの処理②～ごみを減量化するには～＞

まずは、身近なところから！　
みんなで、ごみの減量化を進めましょう！

活動推進の基本目標

１．自慢の種（自然資源）を守り育みます。

２．自慢の種と調和する快適・安全な環境を育みます。

３．持続可能な仕組みを育みます。

４．地球環境に対する人類の働きかけの素晴らしい見本となることをめざします。

　先月号では、ごみの分別や減量化に関しての「５Ｒ」という考え方、さらにその中で、特に環境

に優しく、私たち消費者が実行しやすい行動として、「３Ｒ」という考え方があることをご紹介し

ました。

　今月号では、生活の中で簡単に実行できる、「ごみの減量化」について、具体的な方法をご紹介

してまいります。

【問い合わせ先】役場生活環境課　　　　　　　

　　　　　　　℡ ０７４６－５２－０１１１

ステップ１（お買い物の際に‥）

買い物袋を持参し、

レジ袋を使わない　

繰り返し使える容器に

入った商品を選ぶ
過剰な包装は断る

これらを実施するだけで、必要のない資源を守ることができます！

ステップ２（お料理などの際に‥）

料理は必要な分だけ作り、

食べ残しを出さない

食品の賞味期限や冷蔵庫の在庫を

把握し、ムダな買い物を控える

生ごみを出す際は、でき

るだけ水切りをする

これらは、ゴミの減量化だけでなく、生活排水対策にもなります！

ステップ３（食品だけでなく、日用品も‥）

服などでまだ使えるものは、

必要としている人に譲るようにする

家電製品が故障した時は、

できるだけ修理して長期間使用する

まだ使えるものは、できる限り「リサイクル」！
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かんきょうＰＤＣ研究会を実施しました！
～吉野川・紀の川最下流、和歌山市民との交流～

年末のごみの収集について

環境審議委員を募集！
～今後の村の～今後の村の～今後の村の

環境施策について～環境施策について～環境施策について～

　村では、環境基本計画を推進するため、平成23年度より、役場・公共的施設の職員が集まり、環境に

ついての勉強会（「水源地の村 かんきょうＰＤＣ研究会」）を定期的に実施しています。

　今回は、和歌山市内各地区の住民の中から選任され、地区内での生活排水対策の啓発や支援を行う

「和歌山市生活排水対策指導員」（19名）が来村され、交流会を行いました。交流会には、ＰＤＣ研究会の

メンバー（10名）のほか、川上村環境審議委員の婦人代表（２名）、商工会女性部（２名）の皆様にも

ご参加いただき、日常生活の中ですぐに実践できる生活排水対策などについて意見交換を行いました。

　私たち川上村民が何気なく使っている水は、河川に排出され、長い道のりを経て和歌山市へと流れつ

き、最後には海へと到着します。今回の交流を通じて、和歌山市の方々は、自分たちが普段使っている

水の源流を体感することでキレイな水の大切さを、川上村の方々は、吉野川・紀の川源流の水を守って

いく大切さを、感じていただけたのでは

ないでしょうか。

　今後とも、各ご家庭での生活排水対策

へのご協力を、お願いいたします。

　本村では「川上村環境基本条例」

を制定し、条例に基づいて「川上村

環境基本計画」を策定しました。

　村民の皆様と共に、計画の推進や

これからの施策の評価などを行い、

より一層効果的に推進していきたい

と考えています。

　つきましては、委員のうち２名

を、村民の皆様から公募いたしま

す。

　詳細については、役場生活環境課

にお問合せください。

【任　期】平成26年４月１日から

２年間

【申込締切】平成26年１月10日（金）

【問合せ先】役場生活環境課

℡ ０７４６－５２－０１１１◎12月27日まではカレンダーどおり。

◎休日中、クリーンセンターの内外や収集場所

へのごみ等の捨て置きをしないでください。

◎新年は１月６日（月）から平常どおり開始し

ます。

【問合せ先】クリーンセンター

　　　　　　℡ ０７４６－３２－１２７５

【意見交換会のようす】

【和歌山市からの活動報告】

審議会のようす

可燃物ごみ 可燃物以外 持 ち 込 み ご み

12
月
30
日
（
月
）

全
地
域
の
収
集
を
行
い
ま
す
。

ご
み
収
集
の
日
程
は

カ
レ
ン
ダ
ー
ど
お
り
。

12
月
30
日
（
月
）
ま
で

※
12
月
28
日
（
土
）

12
月
29
日
（
日
）
２
日
間
に
限
り

休
日
の
受
付
を
行
い
ま
す
。

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

時
間
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。
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川上村役場正職員を募集します
募 集 職 種　　一般事務職

採用予定人数　　１名

職 務 内 容　　本庁等に勤務し、一般事務に従事します。

受 験 資 格　　・昭和54年４月２日から平成８年４月１日までに生まれ、地方公務員法第16条に規定

する欠格条項に該当しない人

・高等学校卒業程度以上の学力を有する人

提 出 書 類　　①履歴書（市販の履歴書でよい）

②最終学校卒業（見込）証明書　１通　　　　　　　　　

受 付 期 間　　平成26年１月７日（火）まで（祝日・土・日曜日は閉庁により受付しません）

申 込 先　　吉野郡川上村大字迫1335-7 　川上村役場総務税務課 人事係

※郵送の場合は、「職員採用試験申込み」と必ず封筒に記載し、特定記録郵便などの

方法で送付して下さい

試 験 期 日　　第１次試験　平成26年１月26日（日）

第２次試験　平成26年２月中旬（第１次試験合格者のみ）

試 験 会 場　　川上村役場（開始時間など、詳しくは受験票の郵送とともに通知）　

試 験 科 目　　第１次試験　教養（高卒程度）・適性検査

第２次試験　面接

合 格 発 表　　平成26年２月下旬

採 用 日　　平成26年４月１日

問 い 合 せ 先　　吉野郡川上村大字迫1335-7

川上村役場総務税務課 人事係　　℡ ０７４６－５２－０１１１

募 集 職 種　吉野三町村クリーンセンター業務員 

　　　　　　１名

業 務 内 容　吉野三町村クリーンセンター内にお

ける一般廃棄物の処理・分別作業等

採用予定日　平成26年４月１日（火）

受 験 資 格　昭和58年４月２日以降に生まれた人

で、学校教育法に規定する高等学校

以上の学校を卒業された方、または

平成25年度中に卒業見込みの方

※地方公務員法第16条に定める欠格条

項に該当する人は受験できません。

試　験　日　平成25年12月25日（水）

試 験 内 容　作文・面接試験

応募受付期間　12月２日（月）～ 12月20日（金）

　　　　　　午前９時～午後５時（土日を除く）

応 募 方 法　詳細は下記までお問い合わせください

問い合わせ先　吉野町大字宮滝17-1

吉野広域行政組合消防本部２階

吉野広域行政組合事務局

℡ ０７４６－３２－１０１１

吉野広域行政組合職員を募集します
募 集 職 種　役場事務員

募 集 人 数　１名

就 業 期 間　平成26年１月６日（月）～

　　　　　　　　平成26年３月31日（月）まで

給　　　与　 時給875円

勤務時間等　・週５日勤務

・午前８時30分から午後５時15分

※土・日曜日、祝日は休み

※月に数日、平日の休みあり

備　　　考　通勤手当・社会保険・雇用保険あり

応 募 方 法　履歴書に写真添付の上、役場総務税

務課へ持参または郵送

選 考 方 法　指定の書類選考の後、個人面接

指定の履歴書は、総務税務課また

は、ホームページまで

応 募 締 切　平成25年12月24日（火）まで

問い合わせ先　役場総務税務課（人事係）

　　　　　　℡ ０７４６－５２－０１１１

申し込み先　〒639-3553 川上村大字迫1335-7

　　　　　　川上村役場総務税務課 人事係

川上村役場臨時職員を募集します
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年末年始の村内各施設のお休み

新春囲碁・将棋大会川上村消防団年末特別警戒

役場・教育委員会の一般業務は平成25年12月28日（土）～平成26年１月５日（日）まで休みます。

※出生・婚姻・死亡届は年末年始も受け付けます。

【ホテル杉の湯】

◆日帰り入浴

12月31日（火）～ １月３日（金）まで休業

※１月４日（土）から通常どおり営業（11：00～16：00）

◆レストランやまぶき

１月１日（水）のみ休業

※１月２日（木）から通常どおり営業（11：30～15：00）

【道の駅 めんコーナー・おみやげ屋】

１月１日（水）のみ10：00～16：00まで営業

※１月２日（木）より通常どおり営業（９：00～17：00）

【川上村社会福祉協議会】

　12月28日（土）～ １月５日（日）まで休業

【やまぶきバス】

　12月28日（土）～ １月５日（日）まで運休

【川上診療所】

　12月28日（土）～ １月５日（日）まで休診

【川上村歯科診療所】

　12月28日（土）～ １月６日（月）まで休診

【図書館・あきつの小野スポーツ公園】

　12月28日（土）～ １月５日（日）まで休館

【吉野杉工房（木工センター）・匠の聚・

　もくもく館・てくてく館・森と水の源流館】

　12月29日（日）～ １月３日（金）まで休館

【シルバー人材センター】

　12月28日（土）～ １月５日（日）まで休業

【大滝ダム学べる建設ステーション】

　12月21日（金）～ ３月31日（月）まで冬期休館

【囲碁大会】

と　き 平成26年１月19日（日）９：00～

ところ 総合センター３階　大広間（宮の平）

【将棋大会】

と　き 平成26年１月26日（日）９：00～

ところ ふれあいセンター 和室（北和田）

　囲碁・将棋とも、対象者は村民または村内に勤

務されている人です。小学生や中学生も大歓迎！

なお、ハンディキャップは自己申告とします。

　参加費は無料です。奮ってご参加ください。

受付期限 囲碁　平成26年１月10日（金）まで

将棋　平成26年１月17日（金）まで

【問い合わせ先】

川上村教育委員会事務局　℡ ５２－０１４４

と　き　平成25年12月28日（土）～ 30日（月）

21：00～深夜1：00

※28日は19：00から

ところ　村内全域において各分団で実施

川上村消防団出初式
と　き　平成26年１月６日（月）10：00～

ところ　川上健民グラウンド駐車場（西　河）

奈良県消防協会　吉野支部連合出初式
と　き 平成26年１月16日（木）10：00～

ところ 川上健民グラウンド駐車場（西　河）

成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内成 人 式 の ご 案 内
　新成人を祝い、励ます会『成人式』が川上総合センターで行われます。

　該当する人には、教育委員会事務局から案内状が送付されますので、是非ご出席ください。

参加対象者は次のいずれかに該当する人

①平成５年４月２日～平成６年４月１日に生まれた人

②平成21年３月に川上中学校を卒業した人

と　き　平成26年１月３日（祝・金）

　　　　受付 10：00 ／ 開式 10：30

ところ　川上総合センター２階　研修室（宮の平）

【問い合わせ先】川上村教育委員会事務局　℡ ５２－０１４４
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　住宅はもちろん、工場、店舗、倉庫などの建

物を新築、増築された場合は固定資産税の対象

となります。また、建物を壊された場合は、固

定資産税がかからなくなりますので、この場合

も忘れずにご連絡をお願いします。

【問い合わせ先】

役場総務税務課（固定資産税係） ℡ 52－0111

建物を新築、増築、取り壊さ
れた場合はご連絡ください

　「農業委員会に関する法律施行令第３条」の

規定により、農業委員会委員選挙人名簿（平成

26年１月１日現在）を作成します。選挙権を有

する人は、村農業委員会を経由して、村選挙管

理委員会に申請しなければなりません。

　申請用紙は各大字担当の農業委員に送付しま

すので、委員を通じて、平成26年１月10日まで

に、村農業委員会事務局（役場地域振興課）へ

申請してください。

○選挙人名簿に登録される人

　（次の３つの要件満たす人）

①平成26年１月１日現在で、川上村に住所を有

する人

②満20歳以上の人（平成６年４月１日以前に生

まれた方）

③10アール（１反）以上の農地で耕作業務を営

む人。または、その人と同居する親族・配偶

者であって、年間60日以上耕作に従事してい

る人

【問い合わせ先】

役場地域振興課　℡ ５２－０１１１

　放送大学はテレビ等の放送やインターネット

を通して学ぶ通信制の大学です。学位取得、

キャリアアップや自己実現など、生涯学習を目

指す方をサポートしています。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・自然科学

など、幅広い分野を学べます。

　平成26年４月入学の出願期間は２月28日まで

受け付けています。

　資料を無料で差し上げています。お気軽にお

問い合わせください。

【問い合わせ先】

放送大学奈良学習センター　℡ 0742―20―7870

放送大学で学んでみませんか？

農業委員会委員選挙人名簿の
登録申請は１月10日までに

第４期川上村プレミアム宿泊観光旅行券を販売します
　ご好評をいただいております、川上村プレミアム宿泊観光旅行券（第４期分）を以下のとおり販売し

ます。年末年始がかさなり、各販売場所で発売日が異なりますのでご注意ください。

※役場については、窓口販売は行いません。現金書留による販売になります。（多数の場合は抽選）

【問い合わせ先】役場地域振興課　℡ ５２－０１１１

川上村プレミアム宿泊観光旅行券（第４期分）発売日

取扱店 ／ 施設名 発売日 営業時間 所　在　地 電話番号

村
　
　　
外

かしはらナビプラザ
（橿原市観光交流センター）

１月１日 ９:00～19:00
橿原市内膳町1-6-8
◇交通／近鉄大和八木駅すぐ

0744-20-1123

株式会社メガスポーツ
スポーツオーソリティ奈良橿原店

１月１日 10:00～22:00
橿原市曲川町7-20-1
イオンモール橿原  ３階

0744-21-8252

道の駅
「吉野路大淀ｉセンター」

１月５日
９:00～17:30
（火曜日休業）

吉野郡大淀町芦原536-1
◇交通／国道169号芦原トンネル南側

0747-54-5361

東京日本橋
「奈良まほろば館」

１月４日 10:30～19:00

東京都中央区日本橋室町1-6-2
日本橋室町162ビル  １階２階　
◇交通／東京メトロ銀座線・半蔵門
線三越前駅（Ａ１出口上がってすぐ）

03-3516-3931

村

内

川上村商工会 １月６日 ９:00～17:00 川上村大字迫 ５２－０１２７

道の駅「杉の湯川上」 １月１日 ９:00～17:00 川上村大字迫 ５２－０００６

大滝郵便局 １月６日 ９:00～17:00 川上村大字大滝 ５３－２０５０

迫郵便局 １月６日 ９:00～17:00 川上村大字迫 ５２－００５０

柏木郵便局 １月６日 ９:00～17:00 川上村大字柏木 ５４－００５０

川上村役場 １月６日 ８:30～17:15 川上村大字迫1335-7 ５２－０１１１
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納
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。

　
平
成
26
年
２
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
口
座
振
替
の
登
録
を
い
た
だ
い
た
方
か
ら

抽
選
で
「
ホ
テ
ル
杉
の
湯
な
ど
で
使
え
る
商
品
券
」
が
あ
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
役
場
総
務
税
務
課
・
住
民
福
祉
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

固
定
資
産
税（
３
期
）、

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料（
６
期
）の
納
期
限
は
12
月
25
日（
水
）
で
す
。

　「師走は忙しい、街はあわただしい、だけど…」という歌もありまし

たが、消防としてはこんな時季こそ火の用心！

　特に暖房器具は、使いはじめの今の時期に安全な取扱い方法を確認し

ておきましょう。

（１）暖房器具による火災を防ぐポイント

　暖房器具に給油の際は、必ず火を消してください。また、カート

リッジ式のものはタンクの蓋を確実に閉めてください。

　さらに次の点を守りましょう。

・ストーブの上に洗濯物を干さない。

・カーテンやフトンのそばで使用しない。

・スプレー缶などを暖房器具のそばに放置しない。

（２）暖房器具による事故を防ぐポイント

　火災を出さなくても中毒事故が起きる可能性があります。

　特に一酸化炭素は、無色・無臭のため発生しても気付かず最悪の

場合

　死に至ることもあります。

・取扱説明書をよく読み、正しい使用と管理をする。

・換気とフィルター類の清掃を十分にする。

　いずれにしても「使用上の注意をよく読み正しく。」が基本です。   

吉野広域行政組合消防本部

TEL 0746-32-1011　IP 0746-39-9107　FAX 0746-32-0130

暖房器具を点検しましょう
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11月30日現在

人口総数 1,641 人 （－６ 人 ）

　 男　 　 778 人 （－４ 人 ）

　 女　 　 863 人 （－２ 人 ）

世 帯 数　 863世帯（－２世帯）

11月中の異動

転　入 ２人　　　転　出 ７人

出　生 ０人　　　死　亡 １人

日　時　12月24日　10：00～11：30

　　　　１月16日　10：00～11：30

内　容　24日　クリスマス会

　　　　16日　ムーブメント教室

場　所　やまぶき保育園（宮の平）

持ち物　タオル・お茶など

問い合わせ先

やまぶき保育園　℡ ５２－００１９

役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１
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